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―  組合活動に携わるようになったきっかけを教えていただけますか
　現委員長に声をかけていただいたことがきっかけです。当時、私はコールセンターに所属して
いましたが、自分の職場を働きやすくするにはどうしたら良いか、私なりに考えながら行動して
いました。そうした折、委員長から声をかけていただき、会社全体の職場を働きやすくすることに
取り組めるチャンスだと思い、チャレンジしようと決めました。また、それまでのキャリアの中で
異動することがほとんどなかったことから、自分の仕事の幅を広げるチャンスだという気持ちも
あり、執行委員として組合活動に携わることを決意しました。

―  組合活動に携わったことで経験できたこと、良かったことはありますか
　組合活動に携わり、知らないことがたくさんあると気付けた点はとても良かったです。執行委
員になるまでは、会社のことを知った気になっていましたが、実は会社のさまざまな制度など、ほ
とんど理解できていなかったですし、狭い世界で働いていたのだと痛感しました。
　また、組合活動を通じて、会社が組合員のことをよく考えてくれていることを改めて認識できま
した。従業員個人が会社に提案しても聞き入れてもらうことは難しいですが、組合として会社に提
案をするとしっかりと耳を傾けてくれます。組合の存在意義は、まさにこの点にあると思います。

―活動する中で大変なことや難しさを感じることはありますか
　会社とは定期的に協議を行っていますが、そこでやり取りしている「熱量」を、どうすれば組合
員のみなさんにお伝えできるのかが非常に悩ましいです。そうした中、例えばオルグの際には、極
力難しい言葉を使わず、身近で分かりやすい例を交えながら説明するように心がけています。ま
た、組合員のみなさんの要望が確実に会社に届いていることを実感してもらえるよう、成果に結
びついた内容をできるだけ早くお伝えするようにしています。

―  女性にもっと組合活動に参画してもらうためにはどう
すれば良いと思いますか

　やはり、地道なアプローチしかないと思います。オルグなどで
女性の組合員一人ひとりとお話しすると、“熱い想い”を持って
いる方が非常に多く、自分の働く会社をもっと良くしたいとさま
ざまな視点からご意見をいただきます。女性同士だから心を開い
て話してくれるということもあるかと思いますが、「本音」をお
聞かせいただくためには、こちらから積極的にアプローチしていく必要があると思っています。
また、女性参画という枠を超え、多様な価値観を持つ方々に組合活動に参画してもらうことが、今
後一層重要になると思います。

―  最後に、女性組合員のみなさんにメッセージをお願いします
　私もかつてはそうでしたが、今の環境に落ち着いてしまっている女性は多いと思います。もち
ろん、今いる環境で専門性を活かし、いきいきと働くことも良いと思います。一方で、さまざまな
仕事に挑戦してみたいと思う方もいらっしゃると思いますので、そうした方はその気持ちを大切
に、ぜひ一歩勇気をもって踏み出してもらいたいと思います。新しいことにチャレンジして踏み
出すと、辛いこともあるかと思いますが、それ以上に喜びを感じることが多いと思います。

― ありがとうございました

　本コーナーでは、各組合で活躍する女性リーダーのみなさんに、組合活動に携わるようになったきっかけや、やりがいについてうかがっています。
　第16回目となる今回は、大樹生命労働組合 中央執行委員の吉川めぐみさんに、これまでの歩みや、今感じていることについて語っていただきました。

大樹生命労働組合　中央執行委員
生保労連　中央執行委員　 吉川　めぐみさん

吉川さんの
OFFスタイル

　好きな休日の過ごし方は登山だという吉川さん。山頂でおいしいご飯やコー
ヒーを楽しみ、下山してからは疲れた体を温泉で癒し、ご褒美にアイスを食べ
ることが至福とのことです。

組合員の“熱い想い”を支えに 具体的な成果につなげていきたい

16Vol.

　前号（No.641・5月号）から、労働組合の役割や活動についてご紹介しています。第2回目の今号では、「組合の活動」についてみなさんと共有
したいと思います。

● 安心と働きがいのもてる職場・労働条件を
　 めざして会社と協議
　私たちが支払っている組合費はどのように使われ
ているのでしょうか。「よくわからない」「十分に見え
ない」といったところが実感かもしれません。しかし、
労働組合は、私たち組合員が働きやすく、働きがいの
もてる職場となるように、労働条件や労働環境、さら
には経営状況などに関して、会社と協議・交渉をする
など、目に見えないところでさまざまな活動を行って
います。
　組合費はこうした会議費用のほかに、組合員相互のコ
ミュニケーションのための費用（機関紙発行や交流イベ
ントなど）や人件費、上部団体への加盟費などに使われ
ています。

● 組合の方針はみんなで決める
　労働組合の活動は、執行部が勝手に行うのではなく、
みんなで決めた方針（運動方針）にもとづいて行います。
その方針を決めるのが大会です。

　会社の場合、重要な方針は取締役などの経営トップが
決めますが、組合の場合、運動方針などの重要な方針は
組合員一人ひとりの意思が集まる大会で決めます。こ
の点に、会社と組合の決定的な違いがあります。「みん
なで決める」という意味で、組合はきわめて民主的な組
織なのです。

● 大切なことは、みんなでやること
　組合活動の中心を担うのは、大会で選ばれた執行部で
す。しかし、ここで大切なことは、活動のすべてを執行部
に任せるのではなく、みんなで決めたことは「みんなでや
る」ということです。
　組合員一人ひとりが少しずつでも役割を分担し、組合
活動に参画することが大変重要です。

労働組合は何をしているの？-組合の活動-

次回（最終回）は「生保労連や連合は何をしているの？」です。
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労働組合って何

②

感染拡大防止はまさに正念場
　新型コロナウイルスの感染が世界中で広がっています。日本でも感染拡大が続く中、
そのスピードを抑えるべく、4月7日には政府より、5月6日迄を期間とする緊急事態宣言
が発令され、対象となった7都府県の知事より外出自粛、休業要請などが行われていま
す。その後、4月16日には、その対象地域が全国に広げられています。新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止は、まさにオールジャパンによる闘いが求められています。
　感染者を減少させるためには、3つの密を避け、人と人との接触機会を8割削減するこ
とが重要です。これを実現するためには、みなさん一人ひとりの努力はもちろん、それ
を支える労使一体となった取組みが必要不可欠となります。そこで、各組合・生保労連
では、右記のとおり書面開催を含めた労使協議会などを通じて、みなさんの安心・安定し
た生活を確保するためのさまざまな対策を要請しています。

組合員の生活・雇用確保に向けて
　各組合・生保労連では、みなさんやご家族の安心・安全の確保を最優先に、各経営・生
命保険協会に対し、適切な感染予防・拡大防止策の実施・継続などを要請しています。
　あわせて、感染症の影響が長期化・深刻化することが懸念される中で、あらゆる職種
の雇用維持や営業活動への影響を考慮した営業職員の資格・給与保障など、みなさんの
雇用・処遇面の適切な対策を要請しています。
　また、生保労連では、継続的に各組合との緊密な情報連携と関係各方面からの正確な
情報収集を行い、各組合の新型コロナウイルス感染症への対応状況などをタイムリーに
共有することで、各組合の取組み支援に努めています。
　各組合・生保労連は引き続き、新型コロナウイルス感染症をめぐる情勢を注視しながら、みな
さんやご家族の安全確保を最優先に、資格・給与保障を含め適切な対応を要請していきます。

一丸となってこの難局を乗り越えていこう
　現在、生保各社では、保険金・給付金支払を始めとしたお客さま対応業務など、多くの組合員が事業継続に向
けて、それぞれの持ち場で頑張っています。また、感染拡大防止に向けて、営業現場では全国的に訪問活動の自
粛等を余儀なくされ、本社や支社でも出勤人数の抑制などの対応が実施されています。
　こうした一連の対応は、生保産業の社会インフラとしての機能を維持するとともに、ご自身はもとより、ご家族
やご友人、お客さまなど、周囲の大切な方々の命や健康を守ることにつながると考えています。
　みなさんにおかれましては、ご自身やご家族の生活上の不安はさることながら、営業活動やお客さま対応の制
限、一時的な業務負荷の増大、慣れない在宅勤務など、人それぞれ理由はさまざまかもしれませんが、ストレスフ
ルな生活を余儀なくされていることと思います。右記の内容も参考にしながら、心身の健康にご留意いただき、
生保産業に集う私たちが一丸となって、この難局をともに乗り越えていきましょう。

新型コロナウイルス感染症の終息に向け 一致団結してこの難局を乗り越えていこう！

1 正しい感染予防に取り組む
「手洗い」「うがい」「マスク」という基本的な感染予防に取り組みながら、
不要不急な外出を避けることが、不安や感染リスクの軽減につながり
ます。
2 過剰に反応しない
情報を得ることは大切ですが、必要以上に不安や恐怖を感じる必要は
ありません。正しい情報に基づいて適切な行動をとることが重要です。
3 免疫力を高める生活をおくる
生活リズムを整え、バランスの取れた食事を摂り、自宅でできる運動を行
うことで、免疫力を高める生活をおくることが大切です。

（参考：一般社団法人 日本産業カウンセラー協会HPより）




